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道路橋の老朽化対策は，確実に変状把握・評価を行い，迅速に実施する必要がある．定期点

検が道路法で定められ，3巡目に入ろうとする昨今，補修は追いついていない状況である．
補修を速やかに実施するには，道路管理者が点検結果を判断後，速やかに補修設計等をまと

めることが必要である．しかし，現行の点検報告では，調書・写真等を見ながら確認しなけ

ればならず，補修検討を行う資料としては使いにくい．そこで，橋梁の保全業務において

CIMモデルの活用を図り，各種情報がいかなるフェーズにおいても有効に活用されるよう
データ共有・一元管理されることを目指し，維持管理モデルについて検討を行った．
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１．はじめに 

道路橋の老朽化対策は，確実に変状把握・評価を行い，迅速に実施する必要がある．定期点検が道路法で定めら

れ，3 巡目に入ろうとする昨今，補修は追いついていない状況である．補修を速やかに実施するには，道路管理者

が点検結果を判断後，速やかに補修設計等をまとめることが必要である．しかし，現行の点検報告では，変状種類・

発生箇所等の状況を，調書に記載し，展開図・写真等で伝える形であるので，調書・写真等を見ながら確認しなけ

ればならず，補修検討を行う資料としては使いにくい． 

近年は各分野で CIM モデルの活用が増えている．そこで，橋梁の保全業務において CIM モデルの活用を図り，

各種情報がいかなるフェーズにおいても有効に活用されるようデータ共有・一元管理されることを目指し，プラッ

トフォーム的な役割を果たす維持管理モデルについて検討を行った．（図 1 参照） 

 

２．維持管理モデルの仕様 

各種情報を格納するプラットフォームとしての CIM モデル作成にあたっては，以下の条件でモデリングを実施し

た．CIM モデルのイメージを示す．（図 2 参照） 

・ 今回検討したのは，高速道路の鋼橋における支承取替検討業務に関する検討資料や成果品書類を対象とした． 

・ 3D モデリングの対象は，下部構造（コンクリート橋台）及び上部構造（鋼鈑桁橋）とした．これらは，建設

時の完成図書を基に 3D モデリングを行った． 

・ プラットフォームという性質上，3D モデルの詳細度を高く設定する必要はないため，下部構造については

詳細度 200，上部構造については詳細度 300 にてモデリングを実施した．地形の点群データも取得していた

が，プラットフォームとしての 3D モデルはスムーズな操作性が重要であるため，容量の多い地形モデルは

含めないこととした． 

図 1 維持管理モデルイメージ 
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・ CIM モデルに紐づける各種情報としては，打ち合わせ資料，非破壊試験結果，現地計測結果，図面，施工計

画資料，点群 3D 統合モデル，パノラマ画像を格納した．CIM モデルは CAD を用いて作成し，これら各種

情報を CAD データが在るフォルダに格納することで，CAD 機能のハイパーリンクにより紐づけた． 

３．具体的な検討内容および結果と効果 

維持管理モデルに各種情報を紐づける段階において以下のような取組みを行った． 

(ア) 各種情報の格納の仕方・引き出し方 

各種情報のリンク先資料をインターネットクラウドにアップロードして，専用ソフトや高スペックのパソコ

ンを準備しなくても情報を閲覧する方法を試行した．しかし，その場合インターネットクラウド事業者のア

カウントが必要となり，維持管理モデル等データ一式を保持する道路管理者においてセキュリティ上の問題

が発生するため，オフラインの状態でも各種情報を引き出せるように次項に示す工夫を試行した． 

(イ) 容量と操作性，パソコンスペック 

取得した点群データは容量が数 GB あり，操作性に劣るため，点群ソフトで施工検討に使われない不要部分

をカットしビューワソフトで閲覧できる 1GB 程度まで容量を軽減し格納した．点群 3D 統合モデルに関して

はデータ自体をリンクすると容量が大きくダウンロードするのにも多大な時間がかかることとなり，PC の

スペックによってはデータを表示できないこともあるため，デジタルデータの圧縮静止画に変換しデータの

軽量化を図ることで，CAD データと同じフォルダに格納しリンク先に紐づけた． 

 以上のようなデータ処理においての工夫も含め，各種調査結果や検討資料およびパノラマ画像などの維持管理情

報を 3 次元モデルに格納した維持管理モデルとして考え方・思想の一例を提示できた．維持管理モデルを共有確認

することができ，追加・編集も可能で今後作業時間の短縮が計られる．今回の支承取替検討業務における各種情報

を 3 次元モデルに格納したことで，情報連携およびストレスのない情報抽出が可能となり，情報管理の各フェーズ

でも格納された情報を有効活用できると期待できる． 

４．考察と今後  

今回はあくまでも，CIM モデルに維持管理属性情報を紐づけた場合の一例としてイメージ案を作成し，その可能

性を考察した．本来は運用に資するシステムとなり，保全業務に携わる管理者・発注者・受注者・施工者など情報

を管理・閲覧・編集・格納する従事者全般において活用・運用されることを考慮していく必要がある．また既存の

管理システムとの互換性・融合性などにも配慮する必要はあるが，一つのイメージを共有することができたと考え

る． 

今後活用する際にモデルの詳細度はどの程度が最適か，またどういった資料を格納していくのかを見極めて目的

に応じた CIM モデルを作成し検証を進めていきたいと考える． 

図 2 維持管理モデル格納状況 
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